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平成２８年度神奈川県公立高校入試問題解説

問１．

(ｱ) － 12＋ 3 ＝ － 9

(ｲ) － ＝ － ＝ －

(ｳ) 28a2b2 ÷ 4ab2 ＝ 7a

(ｴ) ＋ ＝ ＋ ＝ ＋ ＝

問２．

(ｱ) (x＋ 3)2－(x＋ 2)(x－ 4) ＝ x2＋ 6x＋ 9－(x2－ 2x－ 8)
＝ x2＋ 6x＋ 9－ x2＋ 2x＋ 8 ＝ 8x＋ 17

(ｲ) (x＋ 1)2－ 2(x＋ 1)－ 15 ＝ (x＋ 1－ 5)(x＋ 1＋ 3) ＝ (x－ 4)(x＋ 4)

(ｳ) 3x
2－ 7x＋ 3＝ 0

(ｴ) ＝ ＝ n＝ 14

(ｵ) y＝－ x2 x － 6 0 4

y － 18 0 － 8 a＝－ 18 ，b＝ 0

(ｶ) 小さい方の自然数を xとすると，連続する 2つの自然数は n，n＋ 1となる。
x2＋(x＋ 1)2＝ 113 x2＋ x2＋ 2x＋ 1＝ 113 2x2＋ 2x－ 112＝ 0
x2＋ x－ 56＝ 0 (x＋ 8)(x－ 7)＝ 0 x＝ 7，－ 8
自然数なので－ 8は適さない 小さい方の自然数は 7

(ｷ) 65，68，75，76，86，87，87，88，93，94，
95，96，98，98，102，105，106，110，120，120
偶数なので，真ん中 2つの平均が中央値となるので，(94＋ 95)÷ 2＝ 94.5

(ｸ)

底辺の比と高さの比を

そのまま使って求めよう

△ BGI＝ 4×④＝ 16
△ EHI＝ 6×③＝ 18

16：18＝ 8：9

真面目に計算するのなら

4a× 4b＝ 16ab

6a× 3b＝ 18ab
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問３．

(ｱ) Aの x座標は－ 3
y＝－ 2x上にあるので

y＝ 6 A (－ 3，6)

(ｲ)

AO：OD＝ 2：1より
まず，x座標を求める

3：x＝ 2：1
2x＝ 3

x＝

次に y座標を求める

6：y＝ 2：1
y＝ 3

したがって，D ( ，－ 3)
また，C (－ 3，0)

直線 CDの傾きは，xの増加量が －(－ 3)＝ ＋ 3＝

yの増加量が (－ 3)－ 0＝－ 3＝－ なので － ＝－

切片は，C (－ 3，0)から 3コイッテ 2サガルので，－ 2

直線 CDの式は，y＝－ x－ 2

(ｳ) 方法１：動点Ｅの座標を文字で表し、２つの三角形の面積を表そう。

D ( ，－ 3)，B (3，6)より， 直線 BDの傾きは， ＝ ＝ 6

切片は，y＝ 6x＋ bに，B (3，6)を代入して 6＝ 18＋ b b＝－ 12
したがって，直線 BDの式は y＝ 6x－ 12
点 Eは直線 BD上にあるので，(m，6m－ 12)と表すことができる

△ ACEの面積は底辺 AC 6×高さ(m＋ 3)×

△ CDEの面積を△ CFD＋△ CFEと分けて考える
点 Fの x座標は，y＝ 6x－ 12上の点なので，

y＝ 0を代入して，0＝ 6x－ 12 6x＝ 12 x＝ 2
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△ CFDの面積は底辺 CF 5×高さ 3×

△ CFEの面積は底辺 CF 5×高さ(6m－ 12)×

△ ACEの面積＝△ CFDの面積＋△ CFEの面積より

6×(m＋ 3)× ＝ 5× 3× ＋ 5×(6m－ 12)×

6(m＋ 3)＝ 5× 3＋ 5(6m－ 12)
6m＋ 18＝ 15＋ 30m－ 60
－ 24m＝－ 63

m＝

これを，y＝ 6x－ 12に代入して y＝ 6× － 12＝ － ＝ E ( ， )

(ｳ) 方法２：底辺の比＝面積の比の考えを利用しよう。

△ ACEの面積＝△ ACGの面積＋△ AGEの面積
△ CDEの面積＝△ CDGの面積＋△ GDEの面積 より

AGと GDが底辺と考えれば，面積が等しくなるのは，AG：GD＝１：１

真面目に計算するのなら，AG：GD＝ a：bのとき，

△ ACGの面積：△ CDGの面積＝ma：mb

△ AGEの面積：△ GDEの面積＝ na：nb

(ma＋ na)：(mb＋ nb)＝(m＋ n)a：(m＋ n)b＝ a：b

したがって，２つの三角形に分かれていても，底辺の比＝面積の比 となる

AG：GD＝１：１なので，Gは ADの中点となる。
中点の座標は，平均の求め方と同じで，

x座標と y座標をそれぞれ足してから 2で割れば良い

A (－ 3，6)，D ( ，－ 3) より，

x座標は，(－ 3＋ )÷ 2＝－ ÷ 2＝－ y座標は，(6－ 3)÷ 2 ＝ G(－ ， )

C(－ 3，0)，G(－ ， )を通る直線の式を求めると，

直線 CGの傾きは，xの増加量が － －(－ 3)＝－ ＋ 3＝

yの増加量が － 0＝ ＝ なので ＝

切片は，C (－ 3，0)から 3コイッテ 2アガルので，2
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直線 CGの式は，y＝ x＋ 2

点 Eは，直線 BDと直線 CGの交点なので，連立方程式を使って解くと

6x－ 12＝ x＋ 2

両辺× 3 18x－ 36＝ 2x＋ 6 16x＝ 42 x＝

これを，y＝ 6x－ 12に代入して y＝ 6× － 12＝ － ＝

E ( ， )

(ｳ) 方法３：平行四辺形の対角線の性質を利用しよう。

△ ACEと△ CDEの底辺をともに CEと考えれば，
面積が等しくなるには，高さも等しくなれば良い

頂点 Aと Dから垂線 AP，DQを引くと
AP＝ AQとなる。

四角形 AQDPは，
1組の向かい合う辺が等しくて平行なので

平行四辺形となる。

平行四辺形の対角線は，

それぞれの中点で交わるので，

Gは ADの中点となる。 以下同じ

(ｳ) 方法４：三角形の合同を利用しよう。

△ APGと△ DQGは，直角が等しい，対頂角が等しい，残りの角も等しい，AP＝ DQ，
１辺とその両端の角がそれぞれ等しいので，△ APG≡△ DQG
したがって，AG＝ GD 以下同じ

(ｳ) 方法５：面積の増加する割合から考えて見よう。

△ ACEの面積＝△ ACGの面積(固定)＋△ AGEの面積(増加していく)
△ CDEの面積＝△ CDGの面積(固定)＋△ CGEの面積(増加していく) より
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△ ACGの面積(固定)＝ 6× 5×

△ CDGの面積(固定)＝ 5× 3×

点 Eが移動する
直線 DBの傾きは 6

△ AGEの面積(増加していく)

6× a×

△ CGEの面積(増加していく)

5× 6a×

6× 5× ＋ 6× a× ＝ 5× 3× ＋ 5× 6a×

30＋ 6a＝ 15＋ 30a

－ 24a＝－ 15

a＝ 点 Eの x座標は，2＋ ＝

点 Eの y座標は，0＋ × 6＝

問４．必ず表を書いて，考えよう。

Q
P F G H I J K L

B ○ ○ (ｱ)○ ○ ☆

C ○ ○ ○☆ (ｱ)○ ☆

D ○ ○☆ ○ ○ (ｱ)☆

(ｱ) BH，CI，DJ ＝

(ｲ) 円周角は，円の合計で 180°
180°÷ 12＝ 15°

60°以上になるには，4個以上必要 ○印

(ｳ) AP＝ PQの場合 DG
AQ＝ QPの場合 CH

AP＝ AQの場合 DJ，CK，BL ☆印
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問５．

(ｱ) 2分間

(ｲ) x軸の単位は分 y軸の単位は km

時速 90km＝ 1時間で 90km

＝ 60分で 90km

＝ 2分で 3km

(ｳ) 列車 Pの B駅 C駅間の式は，
y＝ x－ 1

列車 Rの式は，y＝－ x＋ 12

交点の座標を連立方程式で解くと x－ 1＝－ x＋ 12 x＝ 13

x＝ 13× x＝ 分後

（別解） 相似を利用して，相似比 3：2

2目盛り× ＝ 4＋ ＝

問６．

(ｱ) 三平方の定理 3：4：5より AC＝ 5 cm

側面積：長方形で (3＋ 4＋ 5)× 6＝ 72

底面積× 2：直角三角形で 3× 4× × 2＝ 12 84cm2

(ｲ) いつも直方体の対角線となるように図形を見ると簡単です。

32＋ 22＋ 62＝ 49 7cm
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(ｳ) 良く出る形式です

体積を2通りの方法で求め

等しいことを，方程式にして解く方法

底面積△ ABC×高さ CH
底面積△ ABH×高さ(面 ABHと点 Cとの距離)

AD＝ AH＝ 6より BH2＝ 62－ 32＝ 27
BH＞ 0より，BH＝

CH2＝( )2－ 42＝ 11
CH＞ 0より，CH＝

3× 4× × × ＝ 3× × × h×

＝ h

h＝ h＝

問７．

点 Fも点 Dも中点なので，
中点連結定理を頭に浮かべたい。

そうすることにより，

ECを結ぶ補助線に進むことができる。

証明は，解答を参照
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